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西極之南隅有國焉(西極の南隅に国有り)
西の果ての南の隅に一つの国がある。
不知境界之所接(境界の接する所を知らず) 名古莽之國(名づけて古莽の国と曰う)
この国の国境がどこまでか分からないが、その名を古莽国という。
陰陽之氣所不交(陰陽の気交わらざる所) 故寒暑亡辨(故に寒暑の弁無し)
陰陽の気が互いに交わらないため、寒さと暑さの差がなく、
日月之光所不照(日月の光照らさざる所) 故晝夜亡辨(故に昼夜の弁無し)
日の光と月の光が射さないため、昼と夜の区別がない。
其民不食不衣而多眠(其の民食わず衣ず而して多く眠る)
その国の民は食べもせず着もしないが、よく眠る。
五旬一覺(五旬に一たび覚む)
50日に一度だけ目を覚ます。
以夢中所爲者實(夢中に為す所を以て実と為し)
夢の中でしたことを事実だと思い、
覺之所見者妄(覚めて見る所の者を妄と為す)
目覚めて目で見たことをすべて虚妄だと思う。
四海之齊謂中央之國(四海の斉しきを中央の国と謂う)
また四方の距離が等しい国を中央国という。
跨河南北(河の南北に跨り)
大河が南と北にまたがって流れ、
越岱東西(岱を東西に越え) 萬有余里(万有余里)
高い山が東と西にあって、地方はすべて一万余里に及ぶ。
其陰陽之審度(其の陰陽の度を審らかにす) 故一寒一暑(故に一寒一暑)
陰陽の度数が明確であるため、寒くもあり暑くもある。
昏明之分察(昏明の分を察す) 故一晝一夜(故に一昼一夜)
暗黒と光明の区別が明確であるため、昼にもなり夜にもなる。
其民有智有愚（きみんゆうちゆうぐ）
その国の民は知恵ある者もいれば愚かな者もいる。
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萬物滋殖（ばんぶつじしょく）才藝多方（さいげいたほう）
あらゆる物が繁栄する。才能も多方面にわたる。
有君臣相臨（ゆうくんしんそうりん）禮法相持（れいほうそうじ）
君主と臣下が互いに相まみえることもある。礼儀も互いに整え、法律も互いに守る。
其所云爲（きしょうんい）不可稱計（ふかしょうけい）
彼らが言葉を交わし事をなすことがあまりに多く、到底数え尽くすことができない。
一覺一寐（いっかくいちび）
この国の民は昼には目覚めており、夜には眠っている。
以爲覺之所爲者實（いいかくしそいしゃじつ）夢之所見者妄（むししょけんしゃもう）
昼に目覚めてなすことを事実とし、夢に見るものをすべて虚妄なものとする。
東極之北隅有國（とうきょくしほくぐうゆうこく）、曰阜落之國（えつふらくしこく）
東の果ての北の隅に一つの国があり、その国の名を阜落国という。
其土氣常燠（きどきじょういく）日月餘光之照（じつげつよこうししょう）
その地は常に暖かく、日の光と月の光が常に照らしている。
其土不生嘉苗（きどふせいかびょう）
その地には美しい穀物の穂も生じない。
其民食草根木實（きみんしょくそうこんぼくじつ）
その国の民は草の根と木の実だけを食べ、
不知火食（ふちかしょく）
火を焚いて飯を炊いて食べることを知らない。
性剛悍（せいごうかん）彊弱相藉（きょうじゃくそうしゃ）
性質が強く荒々しく、弱肉強食をなす。
貴勝而不尙義（きしょうじふしょうぎ）
ゆえに戦って勝つことだけを良しとし、義理を尊ばない。
多馳步（たちほ）少休息（しょうきゅうそく）
しばしば忙しく駆け回り、休息が少ない。
常覺而不眠（じょうかくじふみん）
常に目覚めていて眠らない。
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